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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

 陸域に沈着した放射性セシウム（137Cs）の一部は河川を経由して沿岸域に流入するが、詳細

な動態には不明な部分がある。松川浦環境水中の 137Cs 動態を解明する端緒とするため、極表層

の水（SML、水面の厚さ 1mm までの層）及び同地点の水深約 0.5m の水（直下水）を採水し懸

濁態及び溶存態の 137Cs 濃度を測定した結果、いずれも SML が直下水よりも高い傾向にあり、

チョルノービリ原子力発電所事故後に報告されている既往知見（Calmet and Fernandez 1990）

の結果と同様であることを確認した。 
 

（１） 2022 年 10 月 14 日に松川浦 1 地点（人工島桟橋先端）において、SML 採水器により SML

を採水し（採水時間：365min、採水量：18.1L）、横型採水器により SML 採水の前後に直下

水を採水した（図１、図２）。 

（２） 各試料を 0.45μm フィルターでろ過してフィルター上に残留したものを懸濁態、フィルタ

ーを通過したものを溶存態とし、うち溶存態 137Cs は AMP 濃縮法により処理を行い、ゲル

マニウム半導体検出器を用いて各試料の 137Cs 濃度を測定した。 

（３） SML の 137Cs 濃度は直下水よりも懸濁態及び溶存態ともに高い傾向がみられ、懸濁態では

8.1～13.4 倍、溶存態では 2.1～2.5 倍であった（図３）。また、SML の 137Cs 濃度は懸濁態

が溶存態より高く、直下水の 137Cs 濃度は溶存態が懸濁態より高い傾向がみられた。 

（４） 既往知見（Wurl et al., 2017）から SML の厚さを 1mm、SML を除く環境水の 137Cs 濃度を

直下水の値と仮定し、採水地点の水深（0.7m）から水柱（1m×1m×0.7m）に含まれる 137Cs

量及び割合を試算した結果、SML は 0.04Bq（0.6％）、直下水は 6.17Bq（99.4％）であっ

た。 
 

２ 期待される効果 

（１） 松川浦の環境水中の 137Cs 濃度の動態メカニズムを解明する資料となる。 
 

３ 活用上の留意点 

（１） 時期や天候等の要因が 137Cs 濃度に影響するか検証する必要がある。 

（２） 汽水域中の他の地点等での 137Cs 濃度及び量等の状況について検証する必要がある。 

（３） 懸濁態の組成を確認し、137Cs 濃度に影響するか検証する必要がある。 
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Ⅲ その他 

１ 執筆者 

渡部 翔 

２ 実施期間 

令和 3～7 年度 
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■ 懸濁態 137Cs 濃度 

□ 溶存態 137Cs 濃度 

松川浦 

人工島桟橋 

採水定点 

図２ 採水地点 図３ SML 及び直下水の懸濁態・溶存態 137Cs 濃度 
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図１ SML の採水方法（左：SML 採水器、右：SML 採水概要図） 


